
平
成
十
九
年
二
月
八
日
提
出

質

問

第

五

一

号

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
社
会
保
険
庁
「
最
適
化
計
画
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

河

村

た

か

し
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
社
会
保
険
庁
「
最
適
化
計
画
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

社
会
保
険
庁
は
、
平
成
一
八
年
三
月
二
九
日
に
「
社
会
保
険
業
務
の
業
務
・
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
」
を
策
定
（
同
年
一
〇

月
三
一
日
に
改
定
・
以
下
単
に
「
最
適
化
計
画
」
と
い
う
）
し
、
実
行
に
移
し
て
い
る
。
社
会
保
険
庁
は
、
も
と
も
と
、
年
金

情
報
、
健
康
保
険
情
報
（
レ
セ
プ
ト
な
ど
の
医
療
情
報
を
含
む
）
、
市
区
町
村
か
ら
受
領
し
た
税
情
報
、
勤
務
先
情
報
な
ど
多

く
の
個
人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
保
険
庁
が
保
有
す
る
、
基
礎
年
金
番
号
と
、
住
民
票
コ
ー
ド
が
突
合
さ
れ
、

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
も
い
る
。

住
民
票
コ
ー
ド
の
付
番
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
強
い
疑
念
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
が
、
「
基
礎
年
金
番
号
」
制
度
の
導
入
時
に
お
い
て
も
、
同
様
に
強
い
危
惧
が
示
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
平
成
八
年

六
月
六
日
、
参
議
院
に
お
い
て
、
「
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
が
可
決
さ
れ
、

「
政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
・
・
・
五
、
受
給
者
及
び
被
保
険
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
年
金
現
業
業
務
の
一
元
化
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の
基
礎
年
金
番
号
の
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。
」
と
決
議
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
番
号
が
突
合
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
上
、
重
大
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念

一



さ
れ
る
。
し
か
も
、
社
会
保
険
庁
は
、
こ
の
間
、
年
金
加
入
情
報
の
不
正
閲
覧
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
、
年
金
の
不
正
免

除
を
「
組
織
的
に
」
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
組
織
で
あ
る
。
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
対
す
る
懸
念
は
一
層
高

ま
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
、
以
下
の
点
に
つ
き
質
問
す
る
。

�

（
「
社
会
保
険
庁
」
の
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
）

（
�
）

（
年
金
運
営
新
組
織
に
つ
い
て
）

�

「
最
適
化
計
画
」
の
「
別
添
�
」
「
�

将
来
体
系
」
の
「
年
金
運
営
新
組
織
の
行
う
業
務
」
中
の
「
�
・

�
・
�
・
�
情
報
資
産
評
価
表
」
に
お
い
て
、
保
有
数
の
想
定
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
「
個
人
情
報
」
の
総
数
に

つ
い
て
、
「
連
携
情
報
」
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
「
連
携
情
報
」
の
内
、
基
礎
年
金
番
号
を
含
む
予
定
の
も
の
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
「
連
携
情
報
」
の
内
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
予
定
の
も
の
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
「
連
携
情
報
」
の
内
、
「
被
保
険
者
情
報
」
に
含
ま
れ
る
「
生
年
月
日
」
、
「
性
別
」
、
「
氏
名
」
、

「
住
所
」
は
、
本
人
確
認
情
報
の
四
情
報
を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
予
定
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



（
�
）

（
健
康
保
健
運
営
新
組
織
に
つ
い
て
）

�

「
最
適
化
計
画
」
の
「
別
添
�
」
「
�

将
来
体
系
」
の
「
全
国
健
康
保
険
協
会
の
行
う
業
務
」
中
の
「
�

情
報
資
産
評
価
表
」
に
お
い
て
、
保
有
数
の
想
定
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
「
個
人
情
報
」
の
総
数
に
つ
い
て
、

「
連
携
情
報
」
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
「
連
携
情
報
」
の
内
、
基
礎
年
金
番
号
を
含
む
予
定
の
も
の
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
「
連
携
情
報
」
の
内
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
予
定
の
も
の
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
「
連
携
情
報
」
の
内
、
「
被
保
険
者
情
報
」
や
「
被
扶
養
者
情
報
」
に
含
ま
れ
る
「
生
年
月
日
」
、
「
性

別
」
、
「
氏
名
」
、
「
住
所
」
は
、
本
人
確
認
情
報
の
四
情
報
を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
予
定
で
あ
る
の
か
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

（
現
状
と
将
来
計
画
の
関
係
に
つ
い
て
）

�

現
在
、
社
会
保
険
庁
が
保
有
す
る
、
社
会
保
険
事
業
関
係
の
「
個
人
情
報
」
と
、
（
�
）
（
�
）
に
お
い
て
明

ら
か
に
し
た
将
来
に
お
い
て
保
有
が
予
想
さ
れ
る
「
個
人
情
報
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
基
礎
年
金
番
号
を
含
む
「
個
人
情
報
」
が
記
録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
総
数
お
よ
び
主
な
フ
ァ
イ
ル
の
名

三



称
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
既
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
「
個
人
情
報
」
が
記
録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
総
数
お
よ
び
主
な
フ
ァ
イ
ル

の
名
称
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
二
〇
歳
到
達
者
全
員
の
本
人
確
認
情
報
の
社
保
庁
へ
の
提
供
に
つ
い
て
）

社
会
保
険
庁
は
、
二
〇
歳
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
り
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
既
に
、
住
基
ネ
ッ
ト
か

ら
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
、
対
象
者
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

（
�
）

こ
の
点
間
違
い
な
い
か
。
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
点
を
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

提
供
を
受
け
る
目
的
。

（
�
）

提
供
を
受
け
る
法
的
根
拠
は
、
住
基
法
第
三
〇
条
の
七
第
三
項
、
別
表
第
一
の
七
七
、
並
び
に
「
住
民
基
本
台
帳

法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
」
第
一
条
第
八
五
項
第
一
号
か
。

（
�
）
�

提
供
を
受
け
始
め
た
の
は
、
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
か
。

�

提
供
を
受
け
た
回
ご
と
に
、
提
供
を
受
け
た
本
人
確
認
情
報
の
数
。

四



�

提
供
を
受
け
て
い
る
の
は
住
基
ネ
ッ
ト
に
登
録
さ
れ
た
二
〇
歳
到
達
者
全
員
分
か
ら
、
最
新
の
異
動
事
由
が

「
死
亡
」
も
し
く
は
「
職
権
消
除
等
」
の
者
、
生
年
月
日
が
一
意
に
特
定
で
き
な
い
者
、
性
別
が
「
不
明
」
の

者
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
不
参
加
の
団
体
内
に
住
所
を
有
す
る
者
を
除
い
た
者
で
よ
い
か
。

右
に
お
い
て
、
「
生
年
月
日
が
一
意
に
特
定
で
き
な
い
者
」
や
「
性
別
が
不
明
の
者
」
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
本

人
確
認
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。

さ
れ
て
い
る
場
合
、
「
生
年
月
日
」
「
性
別
」
は
ど
の
よ
う
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

提
供
を
受
け
る
手
段
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

�

福
島
県
矢
祭
町
、
東
京
都
杉
並
区
、
東
京
都
国
立
市
に
住
所
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
何
か
別
の
手
段
を

と
っ
て
い
る
の
か
。

と
っ
て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

（
�
）

社
会
保
険
庁
の
保
有
す
る
、
い
か
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
）
と
突
合
し
て
い
る
の
か
。

（
�
）
�

社
会
保
険
庁
が
、
全
国
の
市
町
村
か
ら
二
〇
歳
に
達
し
た
住
民
の
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
は
、
住
基

ネ
ッ
ト
稼
働
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

五



�

行
わ
れ
て
い
た
場
合
、
（
ア
）
そ
の
提
供
は
い
か
な
る
法
的
根
拠
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
（
イ
）
す

べ
て
の
市
町
村
か
ら
提
供
を
受
け
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
一
部
の
市
町
村
か
ら
の
み
提
供
を
受
け
て
い
た
の

か
、
（
ウ
）
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
・
方
法
で
提
供
を
受
け
て
い
た
の
か
、
（
エ
）
提
供
を
受
け
て
い
た
期

間
及
び
年
度
ご
と
の
提
供
件
数
、
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）
�

提
供
を
受
け
た
本
人
確
認
情
報
は
、
社
会
保
険
庁
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
さ
れ
る
の
か
。

�

記
録
さ
れ
る
場
合
、
い
か
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
さ
れ
る
の
か
、
お
よ
び
、
本
人
確
認
情
報
六
情
報
の
内

の
い
か
な
る
情
報
が
記
録
さ
れ
る
の
か
。

�

（
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
現
況
届
」
の
廃
止
に
つ
い
て
）

社
会
保
険
庁
は
、
「
住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
一
八
年
四
月
か
ら
半
年
程
度
か
け
て
順
次
、
社
会
保
険

庁
か
ら
全
受
給
者
の
個
人
情
報
（
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
）
を
住
基
ネ
ッ
ト
に
照
会
し
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
情
報
と

突
合
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

「
突
合
」
の
具
体
的
方
法
。

六



�

社
会
保
険
庁
か
ら
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
に
「
社
会
保
険
庁
保
有
の
全
受
給
者
の
個
人
情
報
」
を
送
付
し

て
、
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
突
合
を
行
っ
た
の
か
否
か
。
そ
の
具
体
的
方
法
如
何
。

�

社
会
保
険
庁
が
保
有
す
る
全
受
給
者
の
数
。

�

「
突
合
」
作
業
は
終
了
し
た
の
か
。

そ
の
結
果
（
突
合
成
功
数
な
ど
）
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

突
合
が
成
功
し
な
か
っ
た
理
由
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
。

（
�
）
�

本
「
突
合
」
に
要
し
た
費
用
は
幾
ら
で
あ
っ
た
か
。

�

受
給
者
の
内
、
（
ア
）
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
者
、
（
イ
）
外
国
に
居
住
し
て
い
る
者
、
（
ウ
）
加
給
年
金

額
等
が
加
算
さ
れ
て
い
る
者
、
（
エ
）
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
者
、
お
よ
び
、
（
オ
）
本
「
突

合
」
に
成
功
し
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
も
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
の
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
程
度
か
。

（
�
）
�

「
突
合
」
が
成
功
し
た
受
給
者
の
本
人
確
認
情
報
は
、
社
会
保
険
庁
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
さ
れ
る
の
か
。

�

記
録
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
の
か
。

�

記
録
さ
れ
る
本
人
確
認
情
報
は
六
情
報
中
の
ど
の
情
報
か
。

七



（
�
）
�

本
「
突
合
」
に
失
敗
し
た
受
給
者
に
関
し
て
、
社
会
保
険
庁
は
、
自
己
の
住
民
票
コ
ー
ド
を
同
庁
に
通
知
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
か
。

�

求
め
て
い
る
場
合
、
受
給
者
が
回
答
し
て
き
た
住
民
票
コ
ー
ド
を
基
に
、
社
会
保
険
庁
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
の

デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
の
か
（
元
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
の
住
所
、
氏
名
等
は
修
正
さ
れ
、
旧
住
所
、

氏
名
等
は
消
去
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
、
住
民
票
コ
ー
ド
の
み
の
追
加
と
な
る
の
か
、
「
本
人
確
認
情
報
」
の
住

所
、
氏
名
等
が
追
加
さ
れ
る
の
か
）
。

（
�
）

平
成
一
六
年
一
〇
月
二
二
日
開
催
の
「
第
二
回
社
会
保
険
事
業
運
営
評
議
会
」
に
お
い
て
、
社
会
保
険
庁
の
青
柳

運
営
部
長
は
、
「
こ
れ
は
経
緯
論
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
住
基
ネ
ッ
ト
な
り
基
礎
年
金
番
号
導
入
に
際

し
、
国
民
総
背
番
号
み
た
い
な
形
で
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
国
会
で
も
大
変
大
き
な
ご
懸
念
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
基
礎
年
金
番
号
は
基
礎
年
金
番
号
、
住
基
ネ
ッ
ト
は
住
基
ネ
ッ
ト
を
基
本
に
し
よ
う
と
い

う
あ
た
り
の
合
意
と
い
う
か
、
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
」
と
説
明
し
て
い

る
。前

記
基
礎
年
金
番
号
と
住
基
ネ
ッ
ト
の
「
突
合
」
（＝

デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ
）
と
い
う
事
態
は
、
前
記
「
コ
ン
セ

八



ン
サ
ス
」
に
反
し
な
い
の
か
。

反
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

同
じ
く
青
柳
運
営
部
長
は
、
前
記
説
明
に
続
け
て
、
「
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
実
は

私
ど
も
社
会
保
険
庁
に
は
住
基
ネ
ッ
ト
以
上
に
も
っ
と
強
い
手
段
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
介
護
保
険
の
第
一
号
被
保

険
者
の
保
険
料
徴
収
情
報
で
す
。
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
六
五
歳
以
上
の
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
二

ヶ
月
に
一
回
の
支
払
日
ご
と
に
市
町
村
か
ら
、
こ
の
方
の
保
険
料
を
こ
う
や
っ
て
取
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
情
報
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
そ
こ
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
い
る
と
、
市
町
村
か
ら
『
こ
の
人
は
亡
く

な
ら
れ
た
の
で
保
険
料
を
取
ら
な
く
て
結
構
で
す
』
と
い
う
形
の
情
報
が
来
ま
す
の
で
、
私
ど
も
と
し
て
は
む
し
ろ

そ
の
方
が
確
実
に
亡
く
な
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
中
心
に
考
え
て

仕
事
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。
」
と
説
明
し
、
宮
武
座
長
の
、
「
そ
れ
で
は
、
現
況
届
は
介
護
保
険
の
情
報
を
使
え

ば
廃
止
で
き
る
の
で
す
か
。
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
も
、
「
事
実
上
、
廃
止
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
回

答
し
て
い
る
。

�

こ
の
よ
う
に
、
実
務
を
担
当
す
る
責
任
者
が
、
あ
え
て
住
基
ネ
ッ
ト
の
本
人
確
認
情
報
と
「
突
合
」
し
な
く
て

九



も
、
現
況
届
を
事
実
上
廃
止
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
障
上
問
題
の

大
き
い
前
記
「
突
合
」
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

そ
の
際
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
障
上
の
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
に
入
れ
た
か
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
も
、
介
護
保
険
の
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
徴
収
情
報
は
、
市
町
村
か
ら
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
端
末
の
設
置
数
な
ど
）

（
�
）
�

現
在
、
基
礎
年
金
番
号
を
含
む
個
人
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
端
末
は
、
全
国
で
何
台
設
置
さ
れ
て
い

る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
設
置
箇
所
の
概
要
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
個
人
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
端
末
は
、
全
国
で
何
台
設
置
さ
れ
て
い

る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
設
置
箇
所
の
概
要
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）
�

「
最
適
化
計
画
」
に
お
い
て
、
基
礎
年
金
番
号
を
含
む
個
人
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
端
末
は
、
全
国

一
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で
何
台
程
度
設
置
さ
れ
る
予
定
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
設
置
予
定
箇
所
の
概
要
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
最
適
化
計
画
」
に
お
い
て
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
個
人
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
端
末
は
、
全
国

で
何
台
程
度
設
置
さ
れ
る
予
定
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
設
置
予
定
箇
所
の
概
要
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

（
「
最
適
化
計
画
」
の
内
容
に
関
し
て
）

（
�
）

（
年
金
業
務
に
つ
い
て
）

�

「
最
適
化
計
画
」
の
「
�．

�．

�

実
体
関
連
図
（
Ｅ
Ｒ
Ｄ
）
」
に
よ
る
と
、
年
金
業
務
の
「
業
務
系
・
支

援
系
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
「
被
保
険
者
・
受
給
権
者
」
情
報
に
、
各
種
の
情
報
が
関
連
づ
け
ら
れ
、
こ
の
「
被
保

険
者
・
受
給
権
者
」
の
「
主
キ
ー
」
と
し
て
「
被
保
険
者
Ｉ
Ｄ
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
被
保
険
者
Ｉ
Ｄ
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
と
は
別
の
番
号
を
想
定
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
被
保
険
者
・
受
給
者
情
報
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
、
「
被
保
険
者
保
有
番
号
」
が
存
し
、
こ

一
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の
「
被
保
険
者
保
有
番
号
」
は
、
「
被
保
険
者
が
保
有
す
る
他
省
庁
・
公
的
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
番
号
を
管
理

す
る
情
報
を
保
持
す
る
。
管
理
す
べ
き
番
号
と
し
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
番
号
や
外
国
人
登
録
番
号
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
将
来
の
制
度
改
変
に
対
応
す
る
た
め
に
複
数
の
種
類
の
番
号
を
保
有
で
き
る
体
系
と
す
る
」
と
説

明
さ
れ
て
い
る
（
「
�．

�．

�．

�
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
定
義
表
」
二
頁
）
。

ア

こ
の
「
住
民
基
本
台
帳
番
号
」
と
は
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
と
同
一
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

同
一
で
な
い
と
す
れ
ば
何
で
あ
る
の
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。

イ

「
将
来
の
制
度
改
変
」
と
し
て
、
想
定
し
て
い
る
事
態
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
「
社
会
保
障
番
号
」
「
納
税
者
番
号
」
が
保
持
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
さ
れ
な
い
の
か
に
つ
い
て
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

（
健
康
保
険
業
務
に
つ
い
て
）

�

「
健
康
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
「
被
保
険
者
情
報
」
に
「
事
業
所
情
報
」
「
健
診
情
報
」
「
給
付
情

報
」
「
納
付
情
報
」
が
関
連
づ
け
ら
れ
、
こ
の
「
被
保
険
者
情
報
」
の
「
主
キ
ー
」
と
し
て
「
都
道
府
県
番
号
」

「
被
保
険
者
証
記
号
」
「
被
保
険
者
証
番
号
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

一
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誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
正
し
い
内
容
を
説
明
さ
れ
た
い
。

�

右
�
の
「
都
道
府
県
番
号
」
「
被
保
険
者
証
記
号
」
「
被
保
険
者
証
番
号
」
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

（
外
注
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
）

「
最
適
化
」
の
一
環
と
し
て
、
業
務
の
「
外
部
委
託
の
拡
大
」
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
、

前
記
年
金
や
健
康
保
険
用
の
端
末
を
、
そ
れ
ら
の
外
部
委
託
さ
れ
た
民
間
人
に
も
使
わ
せ
る
予
定
で
あ
る
の
か
に
つ

い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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